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設置認可証を吉 田局長か ら受 け取 る山田理事長
(右)=31日 、文科省

中
部
活
性
化
の
「導
火
線
」

鳥
取
看
護
大
一・文
科
省
が
認
可
証
交
付

文
部
科
学
省
は
３．
日
（

鳥
取
看
護
大
の
設
置
認
可

答
申
を
受
け
て
、
倉
吉
市

福
庭
の
学
校
法
人

「藤
田

学
院
｝
に
設
置
認
可
証
を

交
付
し
た
。
山
田
修
平
理

事
長
ら
が
文
科
省
を
訪

れ
、
高
等
教
育
局
の
吉
田

大
輔
局
長
か
ら
受
け
取

っ

た
。
後
押
し
し
て
き
た
地

元
の
自
治
体
や
経
済
界
な

ど
は
、
中
部
地
区
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
期
待
。

今
後
は
、
い
か
に
学
生
を

確
保
し
て
い
く
か
が
課
題

と
な
る
。

交
付
後
、
山
田
理
事
長

は

「
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立

っ
た
気
持
ち
」
と
、
大

き
な
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越

え
て
安
堵
の
表
情
。

「地

元
の
要
請
、
各
自
治
体
の

支
援
を
受
け
て
設
置
で
き

た
大
学
“
思
い
に
応
え
て

い
く
と
と
も
に
、
専
門
知

識
だ
け
で
な
く
豊
か
な
感

性
を
持

っ
た
学
生
を
育
て

て
い
き
た
い
」
と
決
意
を

新
た
に
し
た
。

看
護
大
は
沈
滞
ム
ー
ド

の
漂
う
中
部
地
区
に
と

っ

て
、
活
性
化
の
切
り
札
に

も
位
置
付
け
ら
れ
る
。
鳥

取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連

合
長
の
石
田
耕
太
郎
市
長

は

「若
者
に
地
元
に
残

っ

て
い
た
だ
く
と
い
う
面
で

も
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

二
■
ズ
に
合

っ
た
大
学
づ

く
り
で
、
魅
力
的
な
大
学

に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
エ
ー
ル

を
送

っ
た
。

「
看
護
大
学
の
中
部
地

区
誘
致
を
推
進
す
る
会
■

詢
降
味

倉
‐

で
絆
権
鶴
舗
車
降

「経
済
面
で
は
か
な
り
の

波
及
効

果
が
見
込
ま
れ

る
。
中
部

一
円
の
活
性
化

へ
の
導
火
線
と
し
て
期
待

は
大
き
い
」
と
認
可
を
喜

ぶ
。
倉
吉
信
用
金
庫
の
谷

岡
忠
範
理
事
長
は

「
岡
山

県
北
も
合
め
た
中
部
圏
域

の
経
済
、
活
性
化
の
デ

ッ

サ
ン
を
描
く
上
で
大
き
な

″
背
骨
″
が
で
き
た
。
ま

さ

に
地
方
創
生

の
起
爆

剤
」
と
も
ろ
手
を
挙
げ
て

歓
迎
す
る
。

医
療
現
場
の
期
待
も
大

き
い
。
県
中
部
医
師
会
の

松
田
隆
会
長
は

「
医
療
の

高
度
化
に
合
わ
せ
、
看
護

師
の
質
の
向
上
は
急
務
。

医
師
と
看
護
師
が
互
い
に

連
携
し
、
住
民
の
健
康
増

進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。


